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助成活動名 教員免許取得を目指す学生が創るフリースクールの運営 

助成額     300,00 円 

活動内容 目的 

 
全国の不登校児数は 30 万人超と言われ、学力格差、多様性の欠如、家庭環境な
ど、様々な要因が複雑に絡み合い、深刻な社会問題となっています。文部科学
省の COCOLO プランのタイトルの一つでもある「誰一人取り残されない学び
の保障に向けた」をうけ、私たちもフリースクール設立に踏み切りました。 
 
昨今不登校支援への取り組みは広がりを見せていますが、既存の支援制度も十
分とは言えず、特に経済的な理由から支援を諦めざるを得ない家庭も多く存在
します。このような状況下で、私たち学生は、大学・行政・企業と連携し、低
価格で多様な学びの場を提供するフリースクールの設立を目指しています。 
 
大学の空き施設を活用し、地域活性化事業と連携することで、家賃を抑え、学
生の学びの場としても機能させます。本事業を通して子供たちの学力だけでは
なく、社会性や創造性を育み、安心して過ごせる居場所を得ることで、自立に
向けて一歩を踏み出せる希望を生み出せる場所を目指しています。また、地域
住民との交流を深め、地域コミュニティの活性化に貢献する事も期待していま
す。 
 

 



 

内容 

 
2025 年 1 月、フリースクール「IPU ブリッジ」が開校いたしました。 
私たち学生は、カリキュラム開発、施設整備、人材育成など、様々な側面から
企画運営に挑戦しています。 
 
（受入人数）平均 7 名程度 
（スケジュール） 週 2 回の定期開校 
（実施方法） 月謝（15.000/月） 
（内容）フリースクール 
（開催場所）IPU 環太平洋大学第一キャンパス空き施設 
      岡山市北区金山寺エリア 
（支援体制）専門家 2 名＋アワーユニバースの学生  

※専門家 2 名の人件費を学費より捻出 
（目的）当フリースクールは、年々増加している不登校児童たち（文部科学省

の発表）に対し、学びの場と心の拠り所を提供することを目的として
活動しております。特に、発達障害など、様々な要因により学校に通
うことが困難な子どもたちにも、個別指導や少人数制のグループワー
クなど、一人ひとりのニーズに合わせた支援を行っております。 

（特徴）少人数制のきめ細かい指導を行っています。また、里山学校では自然
体験や農業体験を通して、命の大切さなどについてともに学びを深め
ていきたいと考えています。 

（指針）私たち学生の想いは、不登校の児童生徒と関わる中で、彼らの抱える 
悩みや困難を深く理解し少しでも彼らの未来への懸け橋になりたいと
いうものです。 

 

当初の
計画か
らの変
更点 

助成金を受け、月謝を 20.000 円→15,000 円に下げて開校いたしました 

成果 

 
貴団体の助成金を受け、教育や活動内容の質を担保しながら学費を下げること
ができました。また、岡山市金山寺エリアにある、里山キャンパスの活動も予
定よりも多く実施することができ、地域活性化に貢献できたと考えておりま
す。 
また、活動内容の充実により、岡山市の児童生徒は、IPU ブリッジに通うこと
で在籍校の出席扱いを取ることができるようになりました。 
 

今後の課題と対
応策 

 
・開校時間と日数 

→開校時間が短く、送迎の関係から、問い合わせに対して見学や入会率が 50％を下回
りました。今後は、開校時間等の見直し、最寄り駅までの送迎も検討課題となって
おります。 

 
・学費 

→貴団体の支援を受け、当初より月会費を 5000 円下げることができました。しかしな
がら、ご家庭への経済的負担は否めない点があります。今後は、月に数回でも無料
で受け入れることのできる日数を増やしていくことを検討課題としております。 

 



写真の提出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


